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A1)地質環境の初期状態の理解： 

地上から初期応力状態及び岩盤力学特性を把握するための調査・
解析事例を提示 

 地上からのボーリング孔を用いた原位置応力測定（水圧破砕法）やボアホール
ブレークアウト，コアを用いた応力測定（DSCA法など)の適用により，地下施設
の設計や掘削影響領域の推定に必要となるレベルで地下深部の初期応力状態
を推定可能 

 個別技術（水圧破砕法） 
 流量を孔内で計測できる高剛性型の装置を適用して，再開口圧を明瞭に識別する

ことが重要 

 堆積軟岩の場合，水圧破砕法に用いる測定方式（ワイヤーライン方式またはロッド
方式）の選定は，ボーリング孔の自立性に基づいて判断することが重要 

 測定深度の選定においては，地質構造モデルと岩盤物性分布に基づくことが重要 

 原位置で得られた初期応力を入力値とし，有限要素法等による逆解析手法を
用いて広域応力場を推定する方法を開発 

成果ダイジェスト メッセージ案（岩盤力学） 
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A2)地質環境の短期変動・回復挙動の理解： 

施設建設・操業時のEDZ（掘削損傷領域・応力再配分領域）を推定
する調査・解析の事例を提示 

掘削方式や施工方法ごとにEDZ（掘削損傷領域）の幅を推定 
 EDZの評価に際しては，天然割れ目の取扱いとEDZ割れ目の評価が重要 
 EDZの時間依存的挙動に関する事例を提示 

A3)地質環境の長期変動・回復挙動の理解： 

長期的な岩盤力学特性の変化の評価・解析事例の提示 

 クリープ試験，溶解試験，押し込み試験などにより，岩盤の長期挙動を推定する
ための基礎データを取得し，構成方程式により推定する事例を提示 
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成果ダイジェスト メッセージ案（岩盤力学） 





A1)地質環境の初期状態の理解（サイト選定～処分開始に関する意
思決定ポイントへの反映）： 

ー 
 

A2)地質環境の短期変動・回復挙動の理解（処分開始～最終閉鎖
に関する意思決定ポイントへの反映）： 

 EDZの連成挙動の理解 
熱応力負荷等による破壊現象のモデル化，計測事例の提示 
坑道閉鎖（埋戻し）時のEDZの挙動の把握，推定方法の高度化 
 

A3)地質環境の長期変動・回復挙動の理解（処分開始～追加対策に
関する意思決定ポイントへの反映）： 

地震時のEDZの挙動の理解 
 EDZのセルフシーリングのメカニズムの評価とモデル化 
施設閉鎖後の地質学的時間スケールにおける初期応力状態，EDZの長期変動

幅の推定 

今後の課題 メッセージ案（岩盤力学） 
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